
　２００８年は、和同開珎が発行された７０８（和銅元）年から１３００年にあたります。

　永らく、日本最初の貨幣は和同開珎とされてきましたが、１９９８年の奈良・飛鳥池遺跡の発掘調査で、「富本銭」が和同

開珎より遡る７世紀後半に鋳造されていた事実が明らかになり、古代貨幣史は大きく塗り替えられることになりました。

　本企画展では、和同開珎をはじめとする当時の貨幣や当館の多彩な資料をご覧いただくとともに、古代の貨幣が律令国家

成立の過程で発行された理由は何か、また、どのように製造され、人々の間で使われていたのか、そしてなぜ１０世紀には

発行が途絶えたのかを、最新の研究成果を踏まえて紹介いたします。当館が所蔵するさまざまな種類の古代銭貨の成分分析

結果や計測データも同時に展示いたします。

　古代より近世まで基本的には変わることのなかった銭貨の鋳造技術についても、主な原料である銅の生産から銭貨の鋳造

までの流れに沿って、和同開珎の鋳型などの鋳造関連資料とあわせてご覧いただけます。

　なお、展示室の奥ではサテライト展示として、日本の銭貨の源流ともいえる古代中国銭の鋳造技術を紹介いたします。今

回初めて古代中国銭の各種鋳型を公開していますので、是非この機会にご覧ください。

　本企画展開催にあたり、ご協力を賜りました関係各位に心からお礼を申し上げます。

貨幣誕生 ―和同開珎の時代とくらし― 
２００７年１２月８日 （土） ～２００８年３月９日 （日） 

日本銀行金融研究所貨幣博物館　企画展 

奈良県にある小治田安萬侶墓からは、
729（神亀 6）年銘の墓誌の他、　和
同開珎銀銭 10 枚、木櫃、陶器、鉄器、
土器などが出土しています。

出産後の胞衣（胎児を包んだ膜
と胎盤）は胎児の健やかな成長
を願い、丁重に埋納されました。
胞衣を納める壺の中には銭貨や
筆・墨などが入れられました。

墓葬に埋納される銭貨

子供の成長への願いと銭

平城京出土の胞衣壺





市と買い物より

透の様子がわかります。


	１-1.pdf
	２--2
	３-1

